
昭 和 38年 7月 10日
月 刊（毎月 10日発行〉ひさあ（貯蓄霊長~~it） 第 95 号、‘，，
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〈
建
設
中
の
国
道
八
号
線
〉
新
小
川
橋
よ
b
望
む

体
育
協
会

会
長
に
鹿
熊
安
正
氏
再
任

昭
和
三
十
八
年
度
役
員
・
事
業
計
画
き
ま
る

一
ム
役
員
、

会

長

副
会
長

鹿
熊
安
正

高
桜
宗
繁

大
森
覚
一

扇
谷
光
夫

一

理
事
長

一
ム
事
業
計
画

－
四
月
二
十
二
日

一

第
二
十
二
回
両
越
軟
式
野
球
大
会

一
六
月
二
十
九
日

第
十
三
回
下
新
川
中
学
マ

ラ
ソ
ン
大
会

六
月
一
二
十
日

第
十
二
回
両
越
中
学
校
選
按
野
球
大
会

七
月

－

排
球
講
習
会

一
七
月朝

臼
岳
登
山

七
月
十
三
日
、
十
四
日

－

郡
民
体
育
大
会
参
加
、
会
場
入
善
町

一
七
月
二
十
一
日

一

第
九
回
海
の
催
し

一
八
月
一
日

一

両
越
高
校
中
学
相
撲
大
会

一
八
月
四
日

↑

第
九
回
朝
日
町
民
排
球
大
会

一
八
月
十
一
日

第
六
回
朝
日
町
民
水
泳
大
会

一八
月
十
六
日

一

第
十
回
朝
日
町
少
年
野
球
大
会

一九
月
八
日

第
三
一
回
朝
日
町
民
箆
球
大
会

一九
月
二
十
四
日

一

第
八
回
朝
日
町
民
庭
球
大
会

十
月

一

向
越
ク
ラ
ブ
対
抗
陸
上
競
技
大
会

一十
一
月
一
一
一日

－

第
十
回
朝
日
町
民
体
育
大
会
参
加

一十
一
月
十
日

第
十
回
朝
日
町
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

三
十
九
年

一
月
十
九
日

柔
道
大
会

二
月
九
日

第
九
回
朝
日
町
民
ス
キ
1
大
会

二
月
二
十
三
日

朝
日
町
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
講
習
会

一二
月
一
日

第
十
回
朝
日
町
民
点
球
大
会

国道八号線工事始まる
本
年
五
月
よ
り
い
よ
い
よ

、

国
道
八
号
線
工
事
が
開
始
さ
一

れ
、
新
小
川
橋
よ
り
山
川
見
街

一

道
ま
で
は
黒
東
土
建
K
K
に
｛

よ
り
、
山
河
見
街
道
よ
り
小
川

一

温
泉
前
県
道
ま
で
は
桜
井
土
一

建
K
K
に
よ
り
施
行
さ
れ
、

下
横
尾
と
、
域
山
隆
道
延
長
一

約
一
五

O
O米
は
東
側
よ
り

酒
井
建
設
、
西
側
よ
り
は
佐
・

藤
工
業
K
K
に
よ
り
工
事
が

一

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

神
経
痛
の
疾
患
（
腰
痛
）

に
つ
い
て

付
腰
が
痛
い
H

と
い
う
こ
と
は
皆
さ
ん
方

の
殆
ん
ど
の
人
た
ち
が
経
験
し
て
お
ら
れ

る
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
所
謂
腰
痛

と
い
う
も
の
に
つ
い
て
書
い
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

腰
痛
と
い
う
症
状
を
起
こ
し
て
く
る
原
因

は
数
多
く
あ
り
ま
し
て
簡
単
に
は
ま
と
め

ら
れ
ま
せ
ん
が
、
大
体
次
の
よ
う
に
分
け

て
考
え
ら
れ
ま
す
。

国
保
だ
よ
り

付
い
ろ
ん
な
悪
い
姿
勢
を
続
け
る
た
め
、

ま
た
は
生
ま
れ
つ
き
特
に
腰
の
骨
に
弱

い
点
が
あ
る
た
め
に
起
こ
る
も
の

－

同
腰
に
い
ろ
ん
な
無
理
が
加
わ
っ
て
起
き
一

る
も
の

一

伺
腰
の
部
分
に
炎
症
や
臨
揚
が
あ
る
た
め

一

に
起
こ
る
も
の

一

伺
筋
肉
や
内
臓
に
病
気
が
あ
る
た
め
に
起
一

こ
る
も
の

一

同
そ
の
他
い
ろ
ん
な
理
由
の
た
め
に
起
こ

一

る
も
の

一

勿
論
ど
の
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
れ
、
そ
一

の
原
因
を
見
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
一

け
で
す
が
、
付
、
悼
の
理
由
に
よ
る
も
の
一

に
つ
い
て
は
そ
の
原
因
が
不
確
実
の
ま
与

一

治
療
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
現
在
整
形
外
一

科
で
は
い
ろ
い
ろ
と
論
議
さ
れ
研
究
さ
れ
一

て
お
り
ま
す
。

一

元
来
腰
椎
と
仙
椎
の
部
分
（
所
調
腰
の
蝶
一

番
）
は
人
聞
が
立
っ
て
歩
く
よ
う
に
な
っ

た
た
め
に
無
理
の
か
か
る
よ
う
に
な
っ
た

場
所
で
、
そ
の
構
造
に
は
い
ろ
い
ろ
と
弱

い
点
が
あ
り
ま
し
て
、
そ
の
た
め
に
付
、

同
に
あ
げ
た
理
由
に
よ
る
腰
痛
も
多
い
わ

け
で
あ
り
ま
す
。

現
在
こ
れ
ら
の
腰
痛
に
対
し
て
の
治
療
は

次
々
と
新
ら
し
い
方
法
が
試
み
ら
れ
、
行

わ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、
い
づ
れ

に
し
ろ
そ
の
原
因
を
追
求
し
、
そ
の
原
因

を
除
く
こ
と
が
そ
の
第

一
の
目
的
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。
従
っ
て
時
に
は
い
ろ
ん
な

装
具
を
使
っ
た
り
、
手
術
を
行
っ
た
り
し

て
い
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

付
、
伺
の
理
由
に
よ
る
腰
痛
に
つ
い
て
は

普
通
神
経
痛
と
い
う
こ
と
で
簡
単
に
考
え

ら
れ
、
す
ま
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、

こ
の
点
そ
の
原
因
を
み
つ
け
て
適
確
な
治

療
を
す
る
こ
と
が
大
切
と
考
え
ま
す
。

泊
病
院
外
科
医
長

稲

土

不

二

雄
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昭 和38年 6月26臼ついて監査結果 の公 表に号・g 0・F
M ・監Wl 

昭和37年度国民健康保険特別会計

入 （沼.5.20)

款 l予算現額 ！執行額 ｜未 執行額摘要l

｜闘民健康保険税｜16.604.900] 15.4日.1301 1. 154. 770'. 

l財 産牧入｜ 1泊.0001 al 120 . ooo・ 
使用料及手数料1 40.0001 41.2601ム 1.2601 

国庫支出金I14.067. 90凶 16.制5.8国｜ム 177. 908: 

県支出金｜ 125.200] 117.釦 1 7.400, 

1繰入金！ 1.00~1 J 1.000 
繰越金白 3.655.00UI 3.655.3461ム 346 

i雑牧入｜ 悩．制 519.倒ム日.429
’歳入合計 I35.卿．制 ~.629.9苅！：：：：， 1.日9.773'

息日)Jjf ~ 造良ロ坂朝日町監査委員

(1) 朝日町民生課
歳

監査月日

fl{j和38年5月27日及び 6月5日の両日

事務の分ti~

当課の1J~務分掌は、次のとおりである。

民生委員会、災害放助、児童福祉〈児童委員会、母子寮、

常設保育所、写節保育所、僻地保育所、児童扶養手当支給

事務〉社会福祉事業、国民年金、住宅関係〈引揚者住宅、

公営住宅〉 職業安定、日履保険、保健衛生、国民健康保険

2. 

出

歌 寸主主瓦Z貫工主任コ唇了羽有額崎重
i役場費 2.849.105 2.813.492i 35.6131 

｜保険給付抗 29.294. 700! 26.回0.必6! 3.お4.234
保険施設望者 1.398.8201 1.388.1初 10.690! 

財産費 720.ooo・ o 720. 0001 
，公針縫 3.ooo a1 3.ooo'. 
諸支出金 556.2461 533.472' 22.7741 

子鮒j 貨 2日.329 101.371! 156.458'. 

政山合計 35.C即 .200 30.867 .431i 4.212.7691 

歳簡易水道~・多岐多捺にわたる事務を課長以下15名（保健婦

4名を合む〉で分家している。

この外に自動車逆転午 1 名、 W~17r失 CJUD 2名、常設保育

F?r 9カ月iに｛'.j'J:J.30名、給食淵EH釘li10名〈湯合により臨時胆

必要） 間保jl（~：：r;ct幻説明 4 カ所 （Ill~脊診療所を除く〉に看護

婦4 名、 ~Jr務員 1 名、 n -r~tに官官／ .j 1名（嘱託）助手〈鹿

1名、 ｛向防水道：1mリ、 （ffハ1名が配置され、それぞれ

簡易水道特別会計

(38.5.25現在〉

昭和37年度

司H·~の分’；j•.：~~（理をしている。

事務処.1mに関する芯．見3. 

木I）・においての事務処到！は大体JH下と認めるが、常設保

む所におけるrJ~務処理については、若干不備な点があった
来執行額 ｜

1.400.204 1 

行額 ！

？．回1.756 I 

款額
ので、話帳用は統一際式にと文部 しその記緩の指導を要する。

11.209.960 

歳出

！~·－算現額 11 執行額 l 未執行額 1
I 11 . 209. 960 II 9.翻．鮒 l

保健婦の活1動状況記録の明Wを朋せられたし、。

社会及び労働施設時、保健衛生費

(38.5.20現在）

子'fl.の執行状況について

昭豹1371＇下位一般会計
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各診療所特別会計

予算現額 1

1.715.200i 
2.004.30印
1. 292. 150'. 
4.272.伎町

〈省略） ｜

昭和37年度

歳入

診療所名 1

境
崎 ，

Jll 
庄

崎

家

官
笹
大
山

－

HI 

要

出

診療所名 ‘予算現額 ｜執行額 l 未執行額

境

認司
1.134.603 日氾.599

宮 崎 2.004. 1.690.296 314.0似

笹 JI I 1.292. 1.1日.596 137.日4
大家庄 4.272. 4.009.504 263.沼4

11.J 崎 （省略）

〈次号につづく）

歳



らと っつ の対一 切がの抗・「 J 一一～ J ，一一ー－－一一～ つ呆 れトいの 11'1：れ和尺？四は
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計量 器 定 期 検 査実 施日 割 表 しか量 検 ま マ
まら措定すヌ

目的・ 時 間j 検査場所 杉~~i.区民 す 必 を 済 の 、
8月2日午前10時～正午大家庄農協 大家rt地R 。ず使みでサ

，， 午后 1時～午后・5時藤原公民舘 野中 ，， 検用の必シ
定し会ずな

8月5日午前10時～正午山崎農協 山崎，， をて格検ど
F， 午 后 1時～午日・3時 m保農協 同保，F 受い証定針

8月6R 午前10時～IF. 午桜町保育所 五ケ庄地区中桜町 ける紙を量・
（るとの~器

If 午后 11吟～午日5n!i＇ 五ケ庄農協 H地区〈柊町をll~：く〉産よ処貼けの
S月7R 午前100.~·～.TE tr-笹川良協 笹川地医 議う ff•！って絞

II 午hi1時～午！斤sn午 宮崎小学以 宮崎j也r< 課おきてく定
〉矢IIれなだが

8月S日午前1011 ~J～圧 ！！·· ~12支所 民地反 らま し‘さあ

S月ヲ毘 どFilii1011~ ～’l"- 1口ヨ1!1 i自公f＼：ι： if I地下： せ す 計 いり

昭和 38年 7月 10日
月干lj c毎月 10日発行〉ひさあ（貯蓄主主易会耳）鈎95号(3) 

ハ
カ
リ
、

泊
駅
、
作
氏
川
氏
川
、
日
木
通
迎
泊
付
1
日間

的
氷
川
取
共
同
似
売
店
、
氷
山
制
作

（氷山判

－

M
）
、
外
け
三
郎

（氷川
引
附
〉
、
日
以
紡

制
約
よ
協
は
除
外
さ
れ
る

山
の
モ
ラ
ル
・
美
し
い

吉岡
山
植
物
に
愛
情
を

忠
た
ち
は
山
へ
登
っ

た
と
き
、
き
び
し

い
自
然
に
耐
・え
て
花
ひ
ら
く
ク
ロ

ユ
リ
や

コ
グ
マ

サ
な
ど
の
お
山
航
物
全
見
ま
す
口

乾
い
た
む
刷
物
や
ハ
イ
マ
ツ
の
中
に
咲
く

こ
れ
な
可
憐
な
植
物
た
ち
が
、
前
ほ
な
山

岳
を
彩
り
、
ど
ん
な
に
か
登
山
者
の
心
を

出
め
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う。

そ
の

一
輸
の
花
、
ひ
と
む
ら
の
ぴ
々
を

心
な
い
仕
打
ち
ぞ
採
取
か
ら
守
っ
て
、
し

つ
ま
で
も
北
ア
ル
プ
ス
を
飾
る
清
ら
か
な

机
物
に
吃
仙
を
注
ぎ
た
い
も
の
で
す
e

明
日
町

大
出
郡
山
保
品
会

富
山
営
林
署
泊
担
当
区

海
水
浴
場
で
の
衛
生

区
内
な
入
道
店
、
紺
へ
き
の
お
、

一反
が

r
‘
同
て
き
ま
し
た
、
こ
れ
か
ら
は
水
に
楽

し
む
版
会
が
多
く
な
り
ま
す
が
、
泌
氷
山市

に
は
次
の
こ
と
だ
け
は
ま
も
り
た
い
も
の

で
す
。

。
巾
体
に
仙
川町
な
泳
ぎ
を
し
な
い
よ
・フ
に

し
ま
し
ょ
う。

置
い
病
ス
の
あ
と
や
、
体
の
具
合
い
が

悪
い
と
き
、
特
に
目
阜
、
耳
、
血併
の
病
気
の

あ
る
と
き
は
、
い仰
が
な
い
よ
う
に
。

ま
た
樹
木
川和
は
運
動
の
う
ち
で
も
早
く

疲
労
す
る
過
激
な
運
動
で
す
か
ら
后
が
紫

色
に
な
る
ほ
ど

「
ガ
ン
バ
ラ
」
な
い
こ
と

。
砂
浜
で
長
い
間
太
陽
の
直
射
を
受
け
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う。

日
射
病
の
も
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
強

い
緊
外
綿
は
皮
ふ
の
老
化
を
早
め
ま
す
か

ら
、
気
較
に
ム
ギ
ワ
ラ
帽
を
か
ダ
り
、
サ

ン
グ
ラ
ス
を
か
け
る
こ
と
も
、
た
ん
に
カ

ッ
コ
の
よ
い
久
タ
イ
ル
だ
け
で
な
く
、
術

生
的
な
予
防
法
の

一
つ
で
す

泊
高
（女
子
〉
が

五
年
連
続
優
勝

県
高
校
春
季
ペ
ス
ケ
ッ
ト

mhい
川
校
森
本
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

波
、
全
向
山
校
選
手
術
、
北
信
越
高
校
選

手
縦
、
北
附
三
県
大
会
予
選
会
は
六
月
九

日
十
時
か
ら
富
山
市
体
育
舘
で
勝
ち
残
っ

た
男
女
各
四
チ
l
ム
が
出
場
し
て
お
こ
な

わ
れ
女
子
は
泊
が
五
年
連
続
優
勝
、
男
子

が
次
勝
し
て
出
場
維
を
挫
得
し
ま
し
た

男
子
決
勝

，a
’・E4
．
tu
り一
，，I
l
l
1
1
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．．
 

Z
U
H
R
dill－
4
 

女
子
快
勝

・4

“

泊

相
ー
ー
初
日
同
女

塵

芥

焼

却

場

完

成

一
昨
年
十
月
焼
失
し
て
以
来
町
民
の
み

な
さ
ん
か
ら
強
く
要
望
さ
れ
て
い
ま
し
た

臨
芥
焼
却
場
建
設
工
事
が
こ
の
た
び
完
成

し
、
そ
の
竣
功
式
が
六
月
二
十
五
日
現
場

、

七
月
一
日
か
ら

は

三

十

一

日

ま

で

で

す

作

所
得
税
の
第
一
期
分
の
納
期
が
ま

ド

い
り
ま
し
た
。

昨

日
十
め
に
先
納
し
ま
し
ょ
う
。

斗

な
お
本
年
も
、
前
年
の
所
得
額
に
誕

kr
い
て
計
算
さ
れ
た
予
定
納
税
基
準
額

制

が
六
千
円
に
満
た
な
い
方
は
、
子
定

割

納
税
の
必
要
が
な
く
、
確
定
申
告
（

升

翌
年
三
月
）
の
際
に
納
税
し
て
い
た

色

だ
く
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
し

申

た
が
っ
て
こ
の
よ
う
な
方
に
は
子
定

納
税
制
酬
の
通
知
は
し
て
る
り
ま
せ
ん

ま
た
今
年
は
納
税
貯
容
組
合
倍
加
運
動
の

三
年
目
に
入
り
ま
し
た
。

ま
だ
組
合
に
加
入
さ
れ
て
い
な
い
方
は
ぜ

ひ
こ
の
機
会
に
加
入
さ
れ
る
よ
う
お
す
す

め
し
ま
す
。

子
定
納
税
な
ど
に
つ
い
て
お
対
ね
に
な

り
た
い
方
は
、
い
つ
で
も
気
般
に
税
務
署

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

税
務
署
で
は
と
く
に
毎
月
五
の
日
（
五
日

十
五
日
、
二
十
五
日
〉
を
納
税
相
隙
日
と

定
め
て
税
務
の
ど
ん
な
ご
相
談
に
で
も
応

じ
ら
れ
る
よ
う
手
配
し
て
お
り
ま
す
。

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
・
こ
れ
は
削
減
の
簡

易
焼
却
場
と
は
違
い
設
備
の
完
全
な
も
の

で
六
日
刊
の
最
大
焼
却
能
力
を
持
ち
、
こ
れ

に
よ
っ
て
特
別
清
掃
地
区
全
部
の
ゴ
ミ
を

処
理
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

．‘ 
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(4) 

イ
モ
チ
病
防
除
を
徹
底
い
た
し
ま
し
ょ
う

凶

作

年

の

天

候

に

な

る

お

そ

れ

今
年
に
入
っ
て
か
ら
の
天
気
は
異
常
な
今
発
生
し
て
い
る
の
は
業
い
も
ち
病
で

天
候
の
連
続
で
、
と
く
に
梅
雨
入
り
が
早
こ
れ
か
ら
高
温
多
湿
に
な
る
と
急
激
に
葺

く
雨
が
多
く
て
日
照
り
が
非
常
に
少
く
、
延
い
た
し
ま
す
。
皆
さ
ん
も
よ
く
知
っ
て

こ
れ
か
ら
の
予
報
も
七
月
下
旬
一
に
は
梅
雨
お
ら
れ
る
よ
う
に
葉
に
だ
円
形

t
ひ
し
形

あ
け
と
な
る
が
、
八
月
に
ご

t
一一
一個
の
院
の
斑
点
が
で
き
る
も
の
が
多
い
。
こ
の
病

風
が
本
土
に
上
陸
す
る
こ
と
も
予
報
さ
れ
現
の
色
に
よ
っ
て
急
性
型
、
慢
性
型
に
分

ま
た
秋
冷
が
早
く
、
盛
夏
の
委
節
が
短
い
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
急
性
型
病
斑
（

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
こ
の
間
も
異
激
発
型
病
斑
）
は
で
き
過
ぎ
の
生
育
の
軟

常
気
象
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
い
稲
の
業
に
暗
緑
色
、
時
に
は
葉
の
色
と

気
象
統
計
か
ら
み
て
、

一二
十
年
毎
位
に
く
同
色
で
光
沢
が
な
い
よ
う
な
場
合
も
あ
る

る
凶
作
年
の
天
候
に
な
る
の
で
は
な
い
か
形
は
だ
円
形
ま
た
は
不
定
形
の
場
合
も
あ

と

心

配

さ

れ

て

い

ま

す

。

る

が

沢

山

の

胞

子

（

い

も

ち

病

の

た

ね
）が

※
※
※
※
※
町
に
お
い
て
も
異
常
気
形
成
さ
れ
、
と
び
ち
ら
す
の
で
最
も
ひ
ろ

※
※
象
に
対
応
で
き
る
技
術
対
が
り
易
い
危
険
が
病
斑
で
、
す
べ
防
除
し

線

記
邑

保
策
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
農
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
病
班
も
稲
に

…mE
－
紛
家
の
皆
さ
ん
に
お
伝
え
し
抵
抗
性
が
つ
く
と
慢
性
型
に
な
る
。
慢
性

約

r、
総
て
お
り
、
協
力
し
て
気
象
型
は
普
通
に
み
ら
れ
る
典
型
的
な
い
も
ち

※

劃
事

※
災
害
を
最
少
限
度
に
く
い
病
班
で
、
ひ
し
形
褐
色
を
し
て
お
り
、
小

鰍
；
…
酬
と
め
る
よ
う
努
力
い
た
さ
心
部
は
灰
田
色
と
な
る
。

約

甘

F
約
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
技
術

帥

碍

く
び
い
も
ち
病

j

j

i
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対
策
と
し
て
最
も
大
き
い
こ
の
地
方
で
円以
も
被
害
の
大
き
い
い
も
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似

国
を

お
の
は
稲
作
技
術
対
策
で
あ
ち
病
で
、
荒
い
も
ち
病
が
も
と
で
穂
く
ぴ

…

拠

出
居

鵜
り
、
そ
の
中
で
も
い
も
ち
擢
病
す
る
。
こ
れ
が
ま
た
槽
の
岐
に
移
つ

※
※
病
が
凶
作
の
元
と
な
る
の
て
技
棟
い
も
ゆ
っ
と
な
る
。
抱
く
び
い
も
ち

※
※
※
※
※
で
い
も
ち
病
を
ど
う
し
て
は
ど
う
し
て
売
生
す
る
か
と
い
う
と
荒
い

完
全
に
防
除
す
る
か
が
兵
常
気
象
対
策
の
も
ち
消
防
～
子
が
止
誕
の
菜
節
に
つ
き
、

要

め

で

あ

り

ま

す

。

そ

こ

を

穂

く

び

が

と

お

る

と

き

聴

く

び

に

い
も
ち
病
は
い
も
ち
病
菌
に
よ
っ
て
桶
つ
い
て
発
病
す
る
。
ま
た
主
節
に
は
践
が

に
発
生
す
る
病
気
で
発
生
部
位
に
よ
っ
て

病
闘
が
つ
き
易
く
、
い
も
ち
病
閣
が
つ
く

次
の
よ
う
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
の
に
最
も
よ
い
条
件
で
あ
り
、
ま
た
稿
く

苗
い
も
ち
葉
い
も
ち
葉
節
い
も
ち
び
に
は
哲
毛
が
つ
い
て
い
て
病
閣
が
最
も

節
い
も
ち
頭
（
穂
く
び
）
い
も
ち
、
ひ
っ
か
か
り
号
い
状
態
に
あ
り
ま
ナ
。
従

校
梗
い
も
ち
ち
籾
い
も
護
願
い
も
ち
っ
て
出
初
と
同
時
に
慌
病
す
る
こ
と
が
多

こ
の
よ
う
に
稲
の
一
生
に
い
も
ち
病
が
つ
い
。
葉
い
も
ち
病
と
ち
が
っ
て
被
害
が
大

き
ま
と
っ
て
お
り
ま
す
。
従
っ
て
種
籾
消
き
く
、
附
砲
に
な
っ
た
り
稔
突
が
非
常
に

毒
か
ら
始
ま
っ
て
苗
代
消
毒
、
葉
い
も
ち
想
く
な
る
。
隅
摘
し
て
か
ら
褐
色
に
な
っ

・
穂
く
び
い
も
ち
防
除
等
病
害
虫
防
除
の
て
自
に
み
え
る
の
は
二
週
間
後
依
で
、
そ

主
眼
は
い
も
ち
病
防
除
に
お
い
て
お
り
ま
れ
か
ら
防
除
し
て
い
て
は
効
果
が
な
い
。

す
。
こ
れ
か
ら
発
生
す
る
葉
い
も
ち
、
穂
出
穂
直
前
の
防
除
と
葉
い
ら
ち
病
防
除
を

く
び
い
も
ち
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。
徹
底
し
な
乃
れ
．

3
苧
り
な
い
。

制
葉
い
も

ち

病

的

防

除

昭和 38年 7月 10日
月 刊（毎月 10日発行〉ひさあ（貯蓄基錫斜）第95号

今
年
は
例
年
よ
り
早
く
本
国
に
い
も
ち

病
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
も
と
で

七
月
上
、
中
旬
は
葉
い
も
ち
病
の
大
発
生

に
な
る
だ
ろ
う
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
と
く

に
今
年
の
稲
は
生
育
の
遅
れ
と
軟
い
の
で

い
も
ち
病
に
対
す
る
危
険
は
大
き
い
。
早

期
発
見
と
水
銀
粉
剤
ま
た
は
プ
ラ
エ
ス

M

粉
剤
に
よ
っ
て
撤
底
し
た
防
除
を
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
早
生
を
対
象
に
し
た

穂
く
び
い
も
ち
病
防
除
を
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

防
除
に
よ
っ

て
七
月
十
八
日
か
ら
二
十
四

日
の
予
定
で
実
施
し
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け

に
た
よ
ら
ず
に
葉
い
も
ち
病
防
除
を
徹
底

し
て
く
だ
さ
い
。
今
年
の
凶
作
を
防
ぐ
の

は
い
も
ち
病
を
ど
う
し
て
完
全
に
防
除
す

る
か
に
か
か
っ

て
い
る
の
で
す
。

朝
日
農
業
改
良
普
及
所

七
月
十
八
日
か
ら

農
薬
空
中
撤
布

七
月
十
八
日
か
ら
二
十
四
日
ま
で

一
週

間
に
わ
た
っ
て
、
次
の
と
お
り
施
首
い

も
ち
防
除
の
た
め
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
農
薬

の
空
中
撒
布
を
行
い
ま
す
。
撒
布
地
域
は

陣
害
物
の
多
い
山
手
方
面
を
除
い
て
朝
日

町
全
域
で
す
。
撒
布
薬
剤
は
水
銀
粉
剤
で

す
が、

撒
布
時
期
に
は
印
刷
物
や
有
線
放

送
で
危
険
防
止
の
ご
注
意
を
申
し
あ
げ
る

こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
か
ら
（
こ
の
広

報
で
の
注
意
書
き
は
長
く
な
る
の
で
省
略

し
ま
す
〉
十
分
注
意
事
項
を
守
っ
て
農
薬

中
毒
を
お
こ
さ
な
い
よ
う
あ
ら
か
じ
め
お

知
ら
せ
し
て
お
き
ま
す
。

記

十
八
日
泊
の
北
部
及
び
草
野
、
赤
川
方

面

十
九
日
泊
の
南
部
及
び
大
家
庄
、
三
枚

橋
を
中
心
と
し
た
附
近

一
帯

二
O
日
窪
田
、
舟
川
新
、
及
び
月
山
を

中
心
と
し
た
附
近

一
帯

二
一
日
小
川
中
学
を
中
心
と
し
た
附
近

一
帯
及
び
金
山
、
下
山
新
、
高

橋
、
野
新
、
下
野

二
二

日

休

二
三
日
殿
町
及
び
殿
町
以
南
及
び
細
野

を
中
心
と
し
た

一
帯
（
横
水
以

函…）

二
四
日
南
保
地
区

一
帯
、
及
び
山
崎
地

区
南
部

大
体
以
上
の
乎
定
で
す
が
、
天
候
そ
の

他
の
都
合
で
変
更
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
撒
布
の
前
日
に
は
地
区
の
協
力
委
員

有
線
放
送
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
ず
か
ら

ご
協
力
願
い
ま
す
（
産
業
課
〉

外
灯
を
守
り
ま
し
ょ
う

み
ん
な
の
力
で
い
つ
も
明
る
く

外
灯
は
夜
の
通
行
を
安
全
に
す
る
ば
か

り
で
な
く
、
悪
い
い
た
ず
ら
や
、
い
ま
わ

し
い
犯
罪
か
ら
皆
さ
ん
を
守
る
大
切
な
役

目
を
果
た
し
て
く
れ
ま
す
。

し
か
し
、
心
な
い
人
や
、
子
供
た
ち
に
よ

っ
て
外
灯
を
破
損
す
る
場
合
が
少
な
く
な

い
よ
う
で
す
が
、
こ
の
よ
う
な
い
た
ず
ら

は
、
み
な
さ
ん
の
協
力
で
止
め
さ
せ
る
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

断
芯
や
故
障
し
て
点
火
し
な
い
外
灯
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
面
倒
で
し
ょ
う
が
も

よ
り
の
北
陸
電
力
営
業
所
ま
た
は
故
樟
取

次
所
な
ど
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

防
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第
間
四
社
会
を

明
る
く
す
る
運
動

七
月
一
日
よ
り
三
十
一
日
ま
で

町
ぐ
る
み
村
ぐ
る
み
あ
や
ま
ち
を
し
た

人
の
保
護
更
生
を
助
け
、
明
る
い
社
会
を

つ
く
り
翠
し
よ
う
。

配
線
に
無
理
は

な
い
で
し
ょ
う
か

電
気
は
便
利
に
安
全
に
使
い
ま
し
ょ
う

北
陸
電
力
で
は
た
だ
今
、
回
線
や
コ
ン

セ
ン
ト
を
増
設
さ
れ
、
そ
れ
に
伴
っ
て
ア

ン
ペ
ア
を
格
上
げ
さ
れ
る
需
要
者
に
は
次

の
よ
う
に
工
事
費
助
成
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ

て
い
ま
す
。

便
利
な
電
気
器
具
、
安
全
な
配
緯
で
電
気

の

「
持
ち
味
」
を
上
手
に
利
用
し
、
毎
日

の
暮
ら
し
を
よ
り
よ
く
お
過
ご
し
く
だ
さ

い
。
く
わ
し
い
こ
と
は
北
陸
電
力
泊
営
業

所
ま
た
は
近
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